
二
六
　
漢
故
旧
隷
校
尉
京
兆
サ
司
馬
君
之
碑
頗

立
碑

石
高

隷
書

笈
額

原
石

不
明
（
三
國
魏
、
な
い
し
は
北
魏
）

残
高
一
〇
六
糎
。
寛
九
八
糎

一
六
行
。
行
八
～
十
六
字

「
漢
故
司
隷
／
校
尉
京
兆
／
ヂ
司
馬
君
／
之
碑
頗
」

陳
西
省
博
物
館
に
現
存

6
4

　
君
諦
芳
字
文
豫
河
内
□
…

　
次
難
五
徳
迭
興
而
官
□
…

　
周
人
歌
徳
着
於
雅
頒
因
…

　
未
啓
封
國
干
股
櫨
途
家
…

5
顯
考
儒
以
資
望
之
重
識
…

　
氣
孝
友
穆
於
家
庭
信
義
…

　
身
抱
退
不
似
地
蔚
衿
豪
…

　
就
□
□
□
歩
丘
ハ
校
尉
…

　
□
□
□
□
□
□
□
□
…

0
□
陳
頭
名
伊
望
而
昊
天
不
：

　
皇
道
之
莫
祐
會
炎
徳
告
微
：

　
揚
□
景
行
之
永
絶
乃
相
與
－

洋
洋
黄
河
洪
流
東
　
峨
峨
…

　
唯
立
徳
政
化
是
砒
其
砒
唯
…

5
不
弔
景
命
擢
傷
邦
人
追
慕
…

奮
故
扶
風
王
六
世
孫
寧
遠
將
軍
樂
陵
侯
追
－



注選料憤蔽難

6
5



二
六
　
漢
故
司
隷
校
尉
京
兆
サ
司
馬
君
之
碑
頒

注
選料憤磁難

　
正
面
に
十
六
行
、
一
四
一
字
が
残
る
。
高
一
〇
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
寛
九
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
碑
額
に
は
早
強
紋
が
雛
ら
れ
、
額
に
戯
書
で
「
故
上
司

隷
校
尉
京
兆
サ
司
馬
君
上
碑
頗
」
と
題
す
る
。
一
九
五
二
年
中
西
安
市
の
西
大
士
廣
濟
街
口
で
出
土
。
上
牟
の
み
が
幾
つ
か
に
断
裂
し
た
か
た
ち
で
黒
斑
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

た
。
『
水
菰
注
』
滑
水
明
渠
に
、
「
故
諸
訳
有
櫻
、
竪
漢
無
意
サ
司
馬
文
預
碑
。
」
と
し
て
こ
の
碑
の
存
在
が
傳
え
ら
れ
、
も
と
は
漢
長
安
城
内
に
立
碑
さ
れ
た

も
の
ら
し
い
。
從
來
は
東
奮
碑
と
さ
れ
て
き
た
（
発
光
嘉
「
司
馬
芳
残
菊
出
土
纒
過
及
初
歩
研
究
」
『
人
文
雑
誌
』
　
一
九
五
七
－
三
）
が
、
碑
陽
最
後
の
一
文

の
考
謹
に
よ
り
、
近
年
は
北
魏
碑
と
も
さ
れ
る
（
楊
働
三
「
司
馬
早
戸
碑
」
『
文
物
』
一
九
六
五
－
九
、
路
遠
「
《
司
馬
芳
碑
》
至
徳
年
代
考
辮
」
『
文
博
』
一

九
九
八
－
二
）
。
書
膿
は
隷
楷
の
聞
に
あ
り
、
隷
書
よ
り
楷
書
に
轄
ず
る
過
渡
期
に
属
す
る
。
原
石
は
陳
西
省
博
物
館
に
現
存
す
る
。

　
立
碑
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
段
紹
嘉
論
文
①
が
「
六
軽
罪
」
で
あ
る
か
ら
、
司
馬
駿
か
ら
百
年
程
度
の
ち
の
立
命
②
「
與
」
の
書
膿
が
東
奮
太
亨
年
聞
の
饗

逆
子
碑
の
も
の
と
類
似
す
る
、
の
二
駝
か
ら
東
奮
ご
ろ
の
立
碑
と
し
、
こ
れ
に
振
う
著
録
も
多
か
っ
た
。
だ
が
楊
働
三
論
文
は
末
文
の
「
六
世
孫
」
と
は
雲
母

に
亡
命
し
た
司
馬
準
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
碑
は
彼
が
追
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
し
た
。
二
会
論
文
も
こ
れ
に
從
い
、
近
年
の
著
録
に
は
こ
の
碑
を
北
界

碑
と
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
東
野
時
代
の
長
安
に
司
馬
氏
顯
彰
の
碑
を
立
碑
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
「
炎
」
字
を
避
け
て
い
な
い
黙
か
ら
も
、
奮
碑
で
あ
る
可
能
性

は
退
け
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
北
魏
碑
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
ん
ど
は
理
智
に
名
を
連
ね
る
「
下
身
」
た
ち
の
存
在
が
浮
い
て
し
ま
う
。
長
安
付
近
に
本
貫
を

も
つ
こ
れ
ら
の
故
吏
は
、
碑
文
で
顯
彰
さ
れ
て
い
る
も
と
の
司
隷
校
尉
・
京
兆
ヂ
司
馬
芳
の
警
吏
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
司
馬
準
が
亡
命
し
た
北
魏
の
時
代
ま
で

彼
ら
が
生
き
な
が
ら
え
て
い
た
は
ず
が
な
い
。
確
か
に
末
文
の
「
六
霧
雪
」
と
は
司
馬
準
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が
立
野
し
た
と
は
い
っ
て
お
ら
ず
、

こ
の
一
文
が
追
刻
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
碑
文
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
三
巴
の
蟷
竪
文
の
ス
タ
イ
ル
な
ど
か
ら
し
て
も
、
司
馬
芳
が
没
し
て
か
ら
さ
ほ
ど
遠
か
ら

鵬



ぬ
、
三
國
時
代
の
立
碑
と
す
る
の
が
最
も
妥
當
な
推
測
で
あ
ろ
う
。

脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

君
韓
芳
。
字
文
豫
。
河
内
□
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
。
錐
五
徳
迭
興
。
而
官
□
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

周
人
歌
徳
。
着
於
雅
頒
。
因
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
啓
。
封
國
三
股
櫨
。
途
家
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

顯
考
儒
以
資
望
之
重
識
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

氣
、
孝
友
穆
於
家
庭
。
信
義
…

　
　
　
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

身
掲
退
。
不
似
地
蔚
衿
豪
…

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

就
□
□
□
歩
兵
校
尉
□
…

　
　
　
　
　
　
　
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　

□
陳
。
拉
名
四
望
。
而
昊
天
不
…

　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

皇
道
之
莫
祐
。
會
炎
徳
告
微
…

　
　
　
　
　
　
　
あ
　

揚
□
景
行
之
永
絶
。
乃
相
與
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

洋
洋
黄
河
。
洪
流
東
　
。
峨
峨
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

唯
立
徳
政
化
。
是
砒
其
砒
唯
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

不
弔
。
景
命
催
傷
。
邦
人
追
慕
。
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

奮
故
扶
風
王
六
世
孫
寧
遠
將
軍
樂
陵
侯
追
…



注選料噴叡錯

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

君
諦
芳
字
文
豫
河
内

　
　
君
誰
芳
縫
司
馬
芳
は
司
馬
防
の
こ
と
か
。
『
三
國
志
』
巻
十
五
「
司
馬
朗
傳
」
注
引
『
司
馬
彪
自
書
』
　
「
朗
租
父
傷
。
字
元
異
。
博
學
好
古
。
個
償
有
大
度
。
長
八
尺
三
寸
。

　
　
腰
帯
十
團
。
儀
露
華
岸
。
與
衆
有
異
。
郷
蕪
宗
族
威
景
附
焉
。
位
至
穎
川
太
守
。
父
防
。
字
建
公
。
性
質
直
公
方
。
雛
間
居
宴
庭
、
威
儀
不
式
。
雅
好
漢
書
名
臣
列
傳
。
所

　
　
認
聖
者
数
十
萬
言
。
少
仕
難
壁
。
歴
官
洛
陽
令
。
京
兆
サ
。
以
年
老
轄
拝
騎
都
尉
。
養
志
闘
巷
。
閾
門
自
警
。
諸
子
錐
冠
成
人
。
不
命
日
進
不
識
進
。
不
命
日
坐
不
敢
坐
。

　
　
不
指
有
所
問
不
善
言
。
父
子
空
喜
粛
如
也
。
年
七
十
一
。
建
学
二
十
四
年
終
。
有
子
八
人
。
朗
最
長
。
次
即
琶
宣
皇
帝
也
」
。
『
三
日
書
』
巻
一
「
宣
帝
紀
」
一
「
宣
皇
帝
韓
諮
。

　
　
字
鳥
羽
。
河
内
温
縣
孝
敬
里
人
。
姓
司
馬
氏
。
其
先
出
自
帝
高
陽
之
子
重
黎
。
爲
夏
官
祝
融
。
歴
唐
。
虞
。
夏
。
商
。
世
序
説
職
。
及
周
。
以
夏
中
爲
司
馬
。
其
後
程
伯
休

　
　
父
。
周
宣
常
時
。
以
世
官
克
卒
徐
方
。
錫
以
官
族
。
因
而
爲
氏
。
楚
耳
聞
。
司
馬
錦
繍
趙
將
。
與
諸
侯
黒
帯
。
秦
亡
。
昌
昌
股
王
。
都
河
内
。
漢
以
其
地
爲
郡
。
子
孫
遽
家

　
　
焉
。
自
卯
八
世
。
生
鮮
西
將
軍
需
。
字
草
卒
。
鈎
生
藩
士
太
守
量
。
字
公
度
。
量
生
穎
川
太
守
儒
。
字
悪
酔
。
僑
生
害
兆
サ
防
。
字
建
公
。
帝
即
防
之
第
二
子
也
」
。

錐
五
徳
迭
興

　
　
五
徳
迭
圏
↑
『
臨
皿
鐵
論
』
論
蕾
　
「
四
時
五
行
。
迭
屡
迭
興
。
陰
陽
異
類
。
水
火
不
同
器
」
。

周
人
歌
徳
着
於
雅
頒

　
　
歌
徳
目
『
漢
書
』
六
十
四
下
「
頁
掲
之
傳
」
一
「
臣
聞
雷
撃
。
聖
之
盛
也
。
吉
瑞
聖
域
而
不
霊
。
…
…
故
君
臣
古
徳
。
含
氣
平
物
。
各
誰
其
宜
。
」

　
　
雅
頒
口
『
論
語
』
子
牢
一
「
子
日
。
吾
自
衛
反
魯
。
然
後
樂
正
。
雅
里
長
得
其
所
」
。

　
　
旦
ハ
商
的
に
は
司
馬
氏
の
租
、
程
伯
休
父
の
事
跡
が
『
詩
」
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
『
詩
』
大
雅
「
常
世
」
一
「
王
謂
サ
氏
。
命
程
面
白
父
。
左
右
陳
行
。
戒
我
師
旅
。

　
　
率
彼
准
浦
。
省
此
徐
土
」
。

封
國
干
股
櫨

　
　
封
國
干
般
塊
1
1
司
馬
卯
の
手
工
。
『
史
記
』
巻
八
「
高
租
本
紀
」
一
「
趙
將
司
馬
印
爲
庸
王
。
都
朝
歌
」
。
同
巻
一
百
三
十
「
太
史
公
自
序
」
　
「
醐
環
玄
孫
印
爲
武
信
君
將
而
徊

　
　
朝
歌
。
諸
侯
之
相
王
。
王
印
於
殼
。
漢
之
伐
楚
。
印
鋸
漢
。
以
其
地
響
河
内
郡
」
。

顯
考
儒
以
資
望
之
重
三
．

　
　
顯
考
“
『
書
』
康
譜
　
「
謡
講
　
顯
考
文
王
。
克
明
徳
愼
罰
」
。
『
後
漢
書
』
護
憲
七
十
上
「
文
苑
傳
上
・
傅
毅
」
一
「
於
赫
我
租
。
顯
高
股
國
。
…
…
三
世
載
徳
。
迄
我
顯
考
」
。

　
　
資
望
障
『
奮
書
』
巻
六
十
七
「
郡
惜
傳
」
一
「
傳
自
以
資
望
少
。
平
舘
超
荷
大
饗
q
朝
議
嘉
之
」
。

孝
友
穆
於
家
庭

　
　
孝
友
1
1
「
王
基
碑
」
（
本
書
、
七
）
注
（
5
）
参
照
。
察
畿
「
何
糞
碑
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
八
「
楮
淵
碑
」
博
引
）
一
「
孝
友
蓋
紅
閨
庭
」
。
「
鄭
呈
示
」
（
『
漢
代
石
刻
集
成
』

　
　
七
七
）
一
「
孝
友
著
干
閨
門
。
至
行
立
乎
郷
黛
」
。

　
　
穆
於
家
庭
1
1
王
倹
「
楮
淵
碑
」
（
『
文
選
』
巻
五
十
八
）
一
「
是
以
仁
纒
義
緯
。
敦
穆
於
量
見
」
。

信
義

　
　
信
義
1
1
『
漢
書
』
巻
二
十
二
「
禮
樂
志
」
　
「
條
理
信
義
。
望
禮
五
嶽
」
。

身
掲
退

　
　
身
描
陛
『
三
國
志
』
巻
三
十
五
「
諸
葛
亮
傳
」
一
「
君
受
大
任
。
幹
國
千
重
。
而
久
自
認
損
。
非
所
以
鷹
揚
洪
烈
　
」
。

鋤



（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

　
　
捲
退
ほ
『
晋
書
』
巻
七
十
七
「
毅
浩
傳
」
一
「
若
復
深
存
抱
退
。
萄
遽
本
懐
。
吾
恐
天
下
之
事
於
此
温
突
」
。

不
似
地
蔚
殆
豪

　
　
衿
豪
華
『
奮
闘
』
巻
三
十
三
「
何
曾
傳
」
　
「
綴
。
字
書
蔚
。
位
至
侍
中
尚
書
。
塁
審
縫
世
名
貴
。
奢
修
過
度
。
性
既
二
物
。
翰
札
簡
傲
。
城
陽
王
尼
見
綴
書
疏
。
謂
人
日
。

　
　
伯
旧
居
齪
而
胎
豪
乃
爾
。
山
豆
其
冤
乎
」
。

歩
丘
ハ
校
尉

　
　
歩
兵
校
尉
聾
『
宋
書
』
巻
四
十
「
百
官
志
」
下
一
「
幾
年
校
尉
。
歩
兵
校
尉
。
越
中
校
尉
。
長
水
校
尉
。
射
聲
校
尉
。
五
校
三
皇
武
帝
置
。
屯
騎
。
歩
兵
掌
上
林
苑
門
屯
丘
ハ
。

　
　
…
…
漢
東
京
五
校
。
典
宿
衛
士
。
・
・
…
．
魏
暫
逮
撃
手
左
。
」
初
猶
領
岩
鼻
。
並
置
司
馬
。
功
曹
。
主
簿
。
雲
華
」
。

拉
名
伊
望

　
　
伊
望
”
『
盛
鐵
論
』
殿
學
一
「
既
而
距
骨
入
秦
。
途
取
三
公
。
接
剥
切
之
椹
。
以
制
海
内
。
功
偉
伊
望
。
名
巨
太
山
」
。

昊
天
不

　
　
昊
天
不
1
1
「
谷
朗
碑
」
（
本
書
、
八
）
注
（
6
2
）
参
照
。

皇
道
之
莫
祐

　
　
皇
道
1
1
「
辟
雍
碑
」
（
本
書
、
一
二
）
注
（
8
）
参
照
。

　
　
皇
…
不
乱
1
1
『
漢
書
』
巻
七
十
三
「
章
玄
成
傳
」
　
7
…
：
至
忠
中
朝
恩
威
掌
屈
爲
天
子
之
祀
。
義
有
所
断
。
禮
有
所
承
。
早
宮
薄
雪
。
不
可
以
奉
先
租
。
皇
天
不
祐
。
鬼
神

　
　
不
饗
」
。

會
炎
徳
告
微

　
　
炎
徳
目
『
後
漢
書
』
韓
語
五
十
一
「
審
理
傳
」
一
「
七
年
。
疾
篤
。
高
説
黒
日
。
…
…
滅
絶
漢
語
。
天
維
鰻
塚
。
民
鬼
惨
愴
。
頼
皇
乾
春
機
。
炎
徳
復
輝
。
…
…
」
。

揚
□
景
行
之
永
絶

　
　
景
行
障
「
萢
式
碑
」
（
本
書
、
五
）
注
（
5
0
）
参
照
。

洋
洋
黄
河
洪
流
東
廻

　
　
洋
洋
“
『
詩
』
野
風
「
素
人
」
一
「
河
水
洋
洋
、
北
流
活
量
」
。
『
呂
氏
春
秋
』
孝
行
覧
・
本
味
　
「
非
常
鼓
琴
。
愚
子
期
聴
之
。
方
鼓
琴
而
志
井
太
山
。
鍾
子
期
日
。
善
哉
乎

　
　
鼓
琴
。
魏
魏
乎
若
太
山
。
少
選
之
聞
。
而
志
在
流
水
。
鍾
耳
順
又
写
。
善
哉
乎
鼓
琴
。
洋
洋
融
然
流
水
」
。

　
　
洪
流
1
1
『
三
國
志
」
巻
二
十
一
「
傅
蝦
傳
」
一
「
蝦
議
以
爲
。
准
海
非
賊
操
行
野
路
。
又
昔
孫
灌
遣
兵
入
海
。
漂
浪
況
溺
。
略
無
白
鷺
。
恪
豊
北
盤
根
端
本
。
寄
命
洪
流
、
以

　
　
微
乾
没
乎
」
。

　
　
東
廻
隠
『
山
海
纒
」
（
『
太
卒
御
覧
』
巻
六
十
一
）
　
「
開
墾
龍
門
。
始
南
流
。
至
華
陰
。
産
雨
車
清
水
合
。
又
東
廻
軽
羅
桂
」
。

峨
峨

　
　
峨
峨
1
1
「
曹
眞
碑
」
（
本
書
、
四
）
注
（
3
2
）
参
照
。

唯
立
徳
政
化

　
　
立
徳
口
「
萢
式
碑
」
（
本
書
、
五
）
注
（
1
6
）
参
照
。

糀



（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

　
　
政
化
1
1
『
後
漢
書
』
本
紀
二
「
明
帝
紀
」
　
「
二
月
。
王
雛
山
出
寳
鼎
。
盧
江
太
守
献
之
。
夏
四
月
甲
子
。
詔
日
。
…
…
祥
瑞
半
官
。
以
慮
有
徳
。
方
今
政
化
多
僻
。
何
以
致

　
　
弦
」
。

是
砒
其
砒

　
　
是
砒
回
注
（
1
2
）
に
引
く
『
詩
』
少
雅
「
節
南
山
」
参
照
。

不
弔

　
　
不
弔
1
1
注
（
1
2
）
参
照
。

景
命
催
傷

　
　
景
命
1
1
『
詩
』
大
雅
「
既
醇
」
一
「
君
子
萬
年
。
景
命
有
僕
」
。
「
ヂ
建
碑
」
（
『
漢
代
石
刻
集
成
』
一
一
七
）
　
「
吉
書
不
永
。
雪
面
野
中
」
。

　
　
催
傷
寒
『
績
漢
書
』
志
十
三
「
五
行
志
」
　
一
一
「
霊
巫
帝
中
卒
中
。
京
都
白
日
。
承
樂
世
董
逃
。
置
引
郭
董
逃
。
…
…
日
夜
古
手
逃
。
心
催
傷
悲
逃
。
案
。
董
謂
董
卓
也
。
言

　
　
錐
践
雇
。
縦
其
残
暴
。
終
蹄
逃
窟
。
至
於
滅
族
也
」
。
「
楊
著
碑
」
（
『
漢
代
石
刻
集
成
』
九
五
）
”
「
凡
百
凝
望
。
緒
難
語
傷
」
。

邦
人
追
慕

　
　
邦
人
1
1
『
三
國
志
』
毬
六
十
四
「
諸
葛
恪
傳
」
評
一
「
諸
葛
掘
削
氣
幹
略
。
邦
人
所
稻
」
。
「
安
置
相
孫
僧
籍
」
（
『
隷
繹
』
巻
十
）
一
「
故
吏
。
門
生
。
邦
人
威
日
。
令
問
弗
銘

　
　
□
勒
。
敦
観
敦
聞
。
乃
立
石
碑
。
昭
名
不
朽
。
其
僻
日
…
…
」
。

各
故
扶
風
王
六
世
孫
寧
遠
將
軍
樂
陵
侯

　
　
扶
牛
王
π
司
馬
諮
の
息
子
た
ち
の
う
ち
、
司
馬
亮
な
い
し
は
駿
の
こ
と
。
司
馬
亮
は
泰
始
元
年
に
墨
黒
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
威
寧
三
年
に
汝
南
王
に
徒
封
さ
れ
る
。
司
馬
駿
は

　
　
泰
始
元
年
に
汝
陰
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
威
寧
三
年
に
扶
風
王
に
当
量
さ
れ
る
。
司
馬
亮
の
子
孫
が
司
馬
準
・
景
之
。

　
　
早
世
孫
寧
遠
漕
鷹
野
年
強
1
1
楊
働
三
二
は
司
馬
準
で
あ
る
と
す
る
。
『
魏
書
』
巻
三
十
七
「
司
馬
景
之
傳
」
一
「
司
馬
景
之
。
壁
塗
略
。
脅
汝
南
王
亮
之
後
。
太
宗
時
露
閾
。

　
　
爵
蒼
梧
公
。
加
征
露
大
將
軍
。
清
直
有
節
操
、
太
宗
甚
重
之
。
卒
。
贈
汝
南
王
。
子
師
子
襲
爵
。
景
之
兄
準
。
字
巨
之
。
以
泰
常
末
、
率
三
千
鯨
家
臨
國
。
時
太
宗
在
虎
牢
。

　
　
難
壁
轟
轟
軍
。
新
着
公
。
假
相
州
刺
史
。
警
世
直
管
。
出
牢
廣
寧
太
守
。
悦
近
裏
書
。
清
刷
有
業
。
世
租
嘉
之
。
賜
布
六
百
匹
。
後
降
號
爲
卒
遠
將
軍
。
改
爲
密
陵
侯
。
興

　
　
光
初
卒
。
子
安
國
襲
爵
」

注選料債磁糖

司
馬
僑
一
司
馬
防

世
組
武
帝
炎

（
泰
始
元
～
　
汝
陰
王
）

威
寧
三
～
　
扶
風
王
、
雍
州
刺
史

矩
i
砧
一
統
i
義
一
樋
仔
擾

蒜
1
1
縮
一
現
　
　
，
［
鮮

舗

鵬



君
諜
は
芳
、
字
は
文
豫
、
河
内
□
…

　
　
　
　
　
こ
も

次
、
五
徳
は
迭
こ
も
興
こ
る
と
雛
も
、
官
□
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら

周
人
徳
を
歌
い
、
雅
頒
に
着
わ
れ
、
因
り
て
…

未
だ
啓
か
れ
ず
、
國
を
股
境
に
封
ぜ
ら
れ
、
途
に
…
に
家
す
。

…
顯
考
僑
は
資
望
の
重
き
を
以
て
…
識
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
っ

…
氣
、
孝
友
は
家
庭
に
穆
く
、
信
義
は
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
こ

…
身
掲
退
し
、
地
蔚
と
し
て
豪
を
衿
る
に
似
ず
、
：

・
：
就
□
□
□
歩
丘
ハ
校
尉
□
…

…
□
陳
、
名
を
伊
望
に
蛇
ぶ
。
而
れ
ど
も
昊
天
…
と
せ
ず
、

…
皇
道
の
砧
く
る
な
き
を
…
。
炎
徳
の
微
を
告
ぐ
る
に
會
い
…

－
㍉
揚
□
景
行
の
永
く
絶
ゆ
る
を
…
。
乃
ち
相
い
與
に
…

洋
洋
た
る
黄
河
、
洪
流
東
廻
し
、
峨
峨
た
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
す

…
唯
だ
徳
を
立
て
て
政
化
し
、
是
れ
砒
け
其
れ
砒
け
、
唯
だ
…

　
よ…

弔
し
と
せ
ず
、
景
命
催
傷
す
。
邦
人
追
慕
し
、
…

巫
日
の
故
の
扶
風
王
の
六
世
の
孫
、
寧
遠
將
軍
・
樂
陵
侯
追
…

胴


